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　近年，短パルスレーザー源の技術革新によって超高速現象の観測技術は飛躍的に発展しつつ

ある．これによりいままで人類が到達できなかった超高速過渡現象の観測が可能になってきた．

SACLA[1] をはじめとするX線自由電子レーザー源は，X線回折，X線散乱を用いて， 1兆分

の 1秒 (1ps) 以下の極短時間で起きる原子レベルの現象を捉えることを可能にした．Sr2IrO4は，

層状ペロブスカイト構造を持つ擬二次元反強磁性モット絶縁体である [2] ．我々は， IrのL3吸

収端を用いて，共鳴X線磁気回折および共鳴非弾性散乱の高時間分解実験をおこなった [3] ．

ポンプ光は，赤外線レーザーである．その結果，磁気回折が，赤外レーザー照射後， 0.5 ps ま

でに消失し，その後，徐々に強度が回復していく様子が観測された．一方，共鳴非弾性散乱の

エネルギースペクトルは，赤外レーザーの照射前と，照射後でほとんど変化しないことが確認

された．これらの結果は， 3次元的な磁気秩序が，赤外線レーザーで壊れるのに対して，磁気

励起子(Magnon)は，赤外線レーザー照射 2 ps後にすでに，回復していることを示している．磁

気励起子は，原子間の近接的な相互作用によって生じることから，二次元的な磁気相関が回復

していることを示唆している．この新しい実験手法によって，極短時間の間，磁気相関の 3次

元的な秩序が壊れていても， 2次元的な相関は，保たれているというミクロスコピックな次元

性による特異な磁気状態が存在することが観察された．
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